
避難判断基準（案）について

資料１



①河川水位に応じた避難判断基準

1

（平成３０年水防協議会の協議事項概要）

１． 水位に応じた避難判断基準の策定対象河川

・洪水予報河川 ・・・ 筑後川

・水位周知河川 ・・・ 隈上川、小石原川、巨瀬川、大刀洗川、宝満川、

広川、田手川

２． 避難判断基準

・洪水予報河川 平成３０年度から運用

・水位周知河川 平成３１年度から運用に向け基準策定

３． 避難情報の発令対象区域

洪水浸水想定区域（想定最大規模）において浸水深さが０．５ｍ以上

の区域を含む校区単位で避難情報を発令



②河川水位に応じた避難判断基準
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（背景）

～平成３０年７月豪雨～

○ 洪水予報河川の避難判断基準や水位周知河川の水位上昇に伴い避難情報の

発令を行った。（中小河川にかかわる避難情報発令基準がなかった。）

○ しかし、避難情報発令時には一部の中小河川が氾濫、道路冠水等が発生し、避

難所への移動に支障が出た。

○ 床上、床下等の浸水被害の多くは、中小河川沿川で発生した。

これらのことより、水位周知河川、中小河川にかかわる避難判断基準、発令対象

区域を設定し、適時適切な早目の避難情報を発令することが必要。



③河川水位に応じた避難判断基準
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１． 水位に応じた避難判断基準の策定対象河川

○ 昨年の水防協議会では、洪水により国民経済上重大な損害又は相当な

損害を生ずるおそれがあるものとして指定することとされている「洪水予報

河川」 と 「水位周知河川」 について、水位に応じた避難判断基準を策定

することとしていた。

平成３０年７月豪雨の課題を踏まえ、早目に避難情報を発令し、浸水被害が

発生する前の避難を促すために、これらの河川に加えて、平成３０年７月豪雨

で浸水被害のあった中小河川も避難判断基準の策定対象とする。

・洪水予報河川 ・・・ 水位や流量の予報が行われる河川

・水位周知河川 ・・・ 現状の水位や流量の情報が提供される河川

・中小河川 ・・・ 平成３０年７月豪雨で浸水被害のあった河川



④河川水位に応じた避難判断基準
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○久留米市域に洪水浸水想定区域を持つ河川

・洪水予報河川 ・・・ 筑後川

・水位周知河川 ・・・ 隈上川、小石原川、巨瀬川、大刀洗川、宝満川、

広川、田手川 （高良川 ※今年度指定見込）

○平成３０年７月豪雨で浸水被害のあった中小河川

・ 陣屋川、下弓削川、金丸川、山ノ井川



⑤河川水位に応じた避難判断基準

5

２． 避難判断基準

○河川の水位と発表される洪水予報



⑥河川水位に応じた避難判断基準
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区分
基 準

（次のいずれかに該当した場合に発令する）

避難準備・高齢者等
避難開始

●指定河川洪水予報により、今後、水位観測所の水位が『氾濫
危険水位』に到達することが予想される場合

避難勧告

●水位観測所の水位が『氾濫危険水位』に到達し、指定河川洪
水予報により水位上昇が予想されている場合
（河川管理者より、水防警報（警戒）が発表された場合）
●異常な漏水が発見された場合

避難指示（緊急）

●指定河川洪水予報により『堤防天端高』に到達するおそれが
高い場合
●決壊や越水・溢水が発生した場合

●異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり等により決壊のおそ
れが高まった場合

●避難情報が発令されている場合で、樋門・水門等の施設の機
能支障が発見された場合

○避難情報の発令基準（洪水予報河川）



（水位周知河川や中小河川の避難判断基準について）

○ 水位周知河川や中小河川は、洪水予報河川のような水位予測がない（実況

水位による）ことや短時間で水位が変動することから、 洪水予報河川に比して

早い段階（氾濫注意水位、避難判断水位）で避難情報を発令する。

○ なお、基準水位の設定がない下弓削川等については、危機管理型 水位計

（堤防までの水位）の水位を用い基準水位（避難準備水位、避難勧告水位）

を設定する。

○ また、潮位の影響などによる水位変動が見込まれることから、大雨警報

（浸水害）、洪水警報などの気象予報を基準に取り入れる。

○ さらに、中小河川は水門閉鎖による水位変動が見込まれることから、水門の

開閉状況を基準に取り入れる。

⑦河川水位に応じた避難判断基準
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⑧河川水位に応じた避難判断基準
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区分
基 準

（次のいずれかに該当した場合に発令する）

避難準備・高齢者等
避難開始

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水位観測所の水位が『氾濫注意水位』に到達した場合

避難勧告

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水位観測所の水位が『避難判断水位』に到達した場合

●異常な漏水が発見された場合

避難指示（緊急）

●避難情報が発令されている場合で、水位観測所の水位が
『氾濫危険水位』に到達した場合
●決壊や越水・溢水が発生した場合

●異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり等により決壊のおそ
れが高まった場合

●避難情報が発令されている場合で、樋門・水門等の施設の機
能支障が発見された場合

○避難情報の発令基準（水位周知河川）



⑨河川水位に応じた避難判断基準
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区分
基 準

（次のいずれかに該当した場合に発令する）

避難準備・高齢者等
避難開始

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水位観測所の水位が『氾濫注意水位』に到達した場合

避難勧告

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水位観測所の水位が『氾濫危険水位』に到達した場合

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水門又は樋門を閉じた場合
●異常な漏水が発見された場合

避難指示（緊急）

●避難情報が発令されている場合で、水位観測所の水位が
『氾濫危険水位』に到達し、かつ水門又は樋門を閉じた場合
●決壊や越水・溢水が発生した場合

●異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり等により決壊のおそ
れが高まった場合

●避難情報が発令されている場合で、樋門・水門等の施設の機
能支障が発見された場合

○避難情報の発令基準（中小河川） ※基準水位あり 金丸川・山ノ井川



⑩河川水位に応じた避難判断基準
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区分
基 準

（次のいずれかに該当した場合に発令する）

避難準備・高齢者等
避難開始

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水位観測所の水位が『避難準備水位』に到達した場合

避難勧告

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水位観測所の水位が『避難勧告水位』に到達した場合

●大雨警報（浸水害）又は洪水警報が発表されている場合で、
水門又は樋門を閉じた場合
●異常な漏水が発見された場合

避難指示（緊急）

●避難情報が発令されている場合で、水位観測所の水位が
『避難勧告水位』に到達し、かつ水門又は樋門を閉じた場合
●決壊や越水・溢水が発生した場合

●異常な漏水・侵食の進行や亀裂・すべり等により決壊のおそ
れが高まった場合

●避難情報が発令されている場合で、樋門・水門等の施設の機
能支障が発見された場合

○避難情報の発令基準（中小河川） ※基準水位なし 下弓削川等



⑪河川水位に応じた避難判断基準
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３． 避難情報の発令対象区域

（水位周知河川）

○ 水防法に基づき公表されている洪水浸水想定区域（想定最大規模）を

参考に、避難情報の発令対象区域を設定するが、避難情報の発令は

校区単位とする。

〇 屋内での安全確保ができる浸水深が０．５ｍ未満の区域は対象外と

する。

※ 洪水予報河川と同じ

（中小河川）

○ 平成３０年７月豪雨の浸水地域を含む校区を避難情報の発令対象区域

とし、避難情報の発令は校区単位とする。



⑫河川水位に応じた避難判断基準
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４． 避難情報の発令方法

（洪水予報河川）

○ 筑後川の観測所（荒瀬、片ノ瀬、瀬ノ下）毎に発令する。

（水位周知河川及び中小河川）

○ 対象となる１２河川に対し、河川ごとに発令した場合、避難情報が頻発し

住民にとってわかりにくくなるため、浸水想定エリアが重複する河川を

グループ化し、市内を５ブロックに分けて発令する。
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⑬河川水位に応じた避難判断基準



⑭河川水位に応じた避難判断基準
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５ ．避難勧告等の解除の判断基準

１．洪水予報河川

水位観測所の水位が氾濫危険水位を下回り、水位予測により、今後、避難

判断水位を下回ることが予想できた場合。

ただし、堤防決壊による浸水が発生した場合の解除については、河川からの

氾濫のおそれがなくなった段階を基本として、解除するものとする。

２．水位周知河川及び中小河川

洪水警報及び大雨警報(浸水害)が解除され、水位観測所の水位が

氾濫注意水位(避難準備水位)を下回った場合。

※ 内水氾濫により浸水等が継続している場合においてはこの限りではない。



⑮河川水位に応じた避難判断基準
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６ ．新基準の周知・広報（予定）

１．広報くるめ（６月１５日号）

２．久留米市ホームページ

３．久留米市まちづくり連絡協議会（６月）

４．ドリームスエフエム（啓発放送・試験放送）

５．くーみんテレビ（テレビ広報くるめ）

６．出前講座

７．防災タウンページ

８．Yahoo!防災速報


